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研究分野：特別支援教育 
科研費の分科・細目：教育学・特別支援教育 
キーワード：行動障害・教員研修・機能的アセスメント 
 
１．研究計画の概要 
 発達障害者支援法や特別支援教育体制の
拡がりにより、通常の学校や保育の現場にお
いて発達障害のある幼児児童への指導が課
題となっている。特に行動障害を示す幼児児
童への対応については、通常の教育活動に支
障を来すなど大きな問題となっている。この
ような問題に対しては、応用行動分析学にお
ける機能的行動アセスメントとそれに基づ
く支援の実施が有効であることが示されて
いる。 
 これまでの機能的アセスメントの研究で
は、専門家が、ある特定の幼児児童の問題に
関してコンサルテーションを実施する形態
で検討されていた。しかし、コンサルテーシ
ョン終了後の成果の維持や拡がり（他の幼児
児童の行動障害への応用など）が課題とされ
ていた。そこで本研究は、コンサルテーショ
ンや研修の機会を通じて、教師や保育者が独
力で問題解決できるための支援の条件を検
証することを目的とした。その際にポイント
となる条件として、「クラス単独ではなく、
全校的（全園的）体制での支援」「既存の外
部支援機会（例えば、巡回相談）の活用」「問
題解決型の研修プログラム」の３つをあげて、
それぞれについての検討を実施することを
目的とした。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）全校的（全園的）体制による支援(研究
1)：通常の小学校を対象として、在籍する全
校児童の挨拶行動に関する介入を、教師に対
する研修プログラムに基づいて実施し、その
効果を検討することを目的とした。全学級に
おいて、担任教師に対して、挨拶に関するロ
ールプレイを朝の会に実施するよう依頼し

た。また、毎朝、挨拶ができた児童数を、折
れ線グラフで教室内に掲示する「グラフ・フ
ィードバック」の手続きも導入した。この結
果、児童の挨拶行動の促進に効果があったこ
とが示された。また研修で取り上げた支援手
続きの適用範囲を拡大する教師も観察され
た。 
（２）既存の外部支援機会の活用(研究２)：
保育園２園と療育専門機関の職員が研究参
加した。情報共有シートを作成し、保育士に
対して、幼児の様子を記録するように依頼し
た。情報共有シートの記録は、イントラネッ
トを通じて療育専門機関へと送付された。そ
の記録に対する助言も、療育専門機関から保
育士へと返送された。その結果、66.7％の助
言内容が実行され、そのうち 90.9％が他の場
面や他の幼児に対して応用されていた。一方、
実行に対する負担感などの課題が示された。 
（３）問題解決型研修プログラム(研究 3)：
単なる知識教授型ではなく、対象幼児の行動
記録とその記録に基づく支援方法の検討を
含む PDCA サイクルを循環させるスキルの
教授を目的とした研修プログラムの実施の
効果を検討することを目的とした。対象者は、
保育者 18 名であった。約 1 ヶ月に 1 回 2 時
間、計 4 回のプログラムを実施した。その結
果、研修参加した保育者において、支援プロ
グラムを自ら作成する行動が観察された。さ
らに、保育中の行動観察を通じて、保育者の
支援行動の改善と対象幼児の行動改善が観
察された。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
 研究計画において示した 3つの条件のそれ
ぞれについて、個々の具体的な実践研究を実
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施し、一定の成果を得ていることから、おお
むね順調に進展しているといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後、上述した３つの条件を統合した形で
の研修プログラムの実施と、その成果の検証
を行う予定である。また、各研究の位置づけ
を整理するために、海外学会での情報収集等
を予定している。それらの情報に基づいて、
学会発表や論文投稿につなげていくことを
予定している。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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